
雨量及び流量データの点検（中間報告） 
 
 
・ 現行モデルで活用している昭和 49 年までの雨量・流量データに、昭和 50 年以降のデ

ータを新たに加えた上で、これらのデータの中に異常値がないか、近傍観測所間の雨

量データの比較、上下流及び本支川のピーク流量データのバランス等の観点から点検

を行う。 
 
・ 雨量データについては、昭和 55 年度工事実施基本計画改定時に用いた明治 34 年から

昭和 49 年までのデータに、平成 19 年までのデータを加えた 101 年間のデータを対象

として点検を行う。雨量データ全体で約１００万データとなる。 
 
・ 流量データについては、昭和 55 年度工事実施基本計画策定時に用いた昭和 22 年 9 月

洪水、昭和 33 年 9 月洪水及び昭和 34 年 8 月洪水に、近年の 15 洪水を加えた 18 洪水

のデータを対象として点検を行う。流量データ全体で約２，０００データとなる。 
 
・ 現在、点検の途上であるが、修正を要すると考えられるデータの事例を次頁以降に示

す。 
 
 
 

資料７ 
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修正後

①雨量データの点検事例
１５日０～９時の時間雨量に入力ミスがあることが判明（正しくは１６日０～９時の

時間雨量）したことから、修正を行う（自記（データロガー）によって確認）。洪水名：平成10年9月
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・元データ（時間雨量月表） 9/15_1:00～9:00までの雨量がずれて記述されていた。

○平成10年9月 川浦雨量観測所のデータロガーにより確認

①雨量データの点検事例
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②流量データの点検例

洪水名：昭和57年9月 観測所名：湯原 修正区分：断面計算

修正前 修正後

観測年月日：昭和57年9月12日 第2回観測

水深を誤った事例 元 3.07m

第 １ 断 面

区分断面積合計     （ｍ2） 区分断面積合

観測始         （ｍ） 観測始

水 観測終         （ｍ） 水 観測終

平均           （ｍ） 平均

位 計算基準水位   （ｍ） 位 計算基準

基準水位との差 （ｍ） 基準水位

区分
断面

番号

距離

（ｍ）

水深

（ｍ）

平均
水深

（ｍ）

区分巾

（ｍ）

断面積

（ｍ
２
）

区分断

面積計

（ｍ
２
）

区分
断面

番号

距離

（ｍ）

2
20.00 4.12

2
35.00 3

76.99

区分巾計＝ 20.00

3.21

20.00 4.12

14.00 5.27 35.00 3
4.70 6.00 28.20

11.00 5.67 28.00 3
5.47 3.00 16.41

6.50 3.27 16.00 2
4.47 4.50 20.12

2.50 1.41 6.00 1
2.28 2.50 5.70

0.70 2.50 1.75

1
3.90 0

10.00 1

．

．

1
0.00 0.00

5.00 3.15
1.50 4.82

基準断面積

1.90

1.90

135.29

1.90

観測月日 9月12日
観測

回数
第  2  回

年間

番号

    水系名 利根川 河川名 利根川 観測所名 湯原

水深の修正事例 正 3.27m

水深記載
ミス

距離６．５０における水深に記載ミスがあることが判明し
たことから、修正を行う（断面図によって確認）。
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■修正前 水深3.07mを3.27mへ変更

修正の概要
水深 1.9m
0点高 100.0m
河床高 98.63m
1.9m+100.0m-98.63m＝3.27m

0点高 100.0m
水深1.9m ▽第2回流量観測時の水位（101.9m)

修正箇所の水深

②流量データの点検例

○昭和57年9月 湯原流量観測所 第2回観測 断面図から水深を確認

5




